






Democracy and the “Establishment of the Individual”
Reviewed in the Development of the United States of America
Shigenori Mera
Abstract
　This is my third thesis on the research in relation to the “establishment of the individual." The 
reference is made in the light of the recognition that the civil revolution, triggered by the "awakening of 
the individual," grew most successfully in the United States of america, especially from the viewpoint of 
the "establishment of the individual." 
　Crystallized as the ideal of the civil revolution, "the Declaration of Independence of america" and 
"that of the rights of Man of France" are based on the spirit of Liberty and equality. It is the U.S.a. that 
evolves by freely operating the political ideal of democracy in order to utilize the spirit specifically for 
building the nation.
　In this thesis, paying attention to the chronological development since the national foundation up till 
the rise of america in the 19th century, I took special notice of the way that democracy developed itself in 
liaison with the "establishment of the individual." as shown in history, becoming the world's top producer 
both in industry and agriculture at the end of the 19th century, america has later on enjoyed powerful 
dominance as leader over the democratic nations around the globe.
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ビル・ボディ・ポリティック＝ civil Body Politic）」
という権力の創出を確認しあう誓約書（9）という意
味でアメリカ民主主義の史的原点とも言われ、歴史
的意味のあるものとなったが、アメリカ独立宣言よ
りも150年以上も前のことであり、イギリスピュー
リタン革命よりもさらに20年も前であることに驚か
される。
　第３に西漸運動におけるフロンティア精神に触れ
たい。アメリカ合衆国がミシシッピ川以東の東部13
州からミシシッピ川以西の西部へと領土を広げてい
くことによって発展してきたことはすでに述べたと
おりであるが、その道のりは想像を絶するものが
あったであろう。ヨーロッパ大陸から全く未知の新
大陸へ飛び込んできたフロンティア精神あふれる
人々の DNa がここでもいかんなく発揮されて西部
開拓が進められた。何も無いところで生きていくた
めにはまず第一にただひたすらおのれの力を信じる
ことから始め、そして他の人々との信頼関係を築い
て社会を造っていったその担い手はおのずと個が確
立された人ということができるだろう。
最後に「個の確立」の関連として自分の身は自分で
守る心構えを持つアメリカ人の精神性について考え
てみたい。国内で銃による乱射事件が起きる度に銃
を規制すべきかどうか話題になるが、銃保持を規制
するよりはむしろ銃を持つことによって我が身を守
りたいというのがアメリカ人の本音のようだ。その
根拠として挙げられるのが憲法修正第２条である。
すなわち「規律ある民兵は、自由な国家の安全にとっ
て必要であるから、人民が武器を保有しまた携帯す
る権利は、これを侵してはならない。」と。1789年
に人権に関する通称「権利の章典」の１つとして追
加されたが、未だに堅持されている条項である。イ
ギリス正規軍に対し、アメリカ植民地に住む住民が
自ら武器を取って戦い、独立を勝ち取った歴史的事
実から国民自らが武器をとって国を守る気概を表し
たものということができる。その背景にはやはり入
植者の DNa とその後の国の発展のあり方から、ま
ず「個」という考え方がアメリカ人の底流に流れて
いると考えられる。
２．民主主義と「個の確立」
　民主主義の概念については第２章の２で述べたと
ころであるが、ここでは民主主義がうまく機能する
ためにはその担い手はどうあるべきかを「個の確立」
と関連させて考えてみたい。個人の自由と平等を高
らかに歌い上げた「アメリカ独立宣言」と「フラン
ス人権宣言」によって、個人が主権者となる国家す
なわち民主主義国家がアメリカとフランスで生れ、
先に市民革命を経験したイギリスと合わせて、新し
い政治体制が世界をリードする状況が注目を浴びる
ようになった。そしてこれらの国々では国家運営の
仕組みとして多数決原理が用いられるようになっ
た。一人ひとりの意志をどのようにして国家意志と
するかは民主主義国家においては多数決原理に頼る
ほかありえないが、それゆえ個人一人ひとりがしっ
かりした考えと態度を持つことが民主主義をきちっ
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と機能させる大前提となるのである。「個の確立」
が重要視されるゆえんである。民主主義と言えども、
個が確立されなければ致命的な混乱を招くことを私
たちは歴史的事実の中に見ている。これらの歴史を
通して民主主義のもつ危険性について考えてみたい。
　フランス革命の後フランスは大混乱となり、結局
民主主義とは対極にあるナポレオン帝政によってし
かその混乱に終止符を打つことができなかった。絶
対主義王制を倒したものの、その後の国家運営は政
治に不慣れな民衆に託され、どちらかというと直接
民主主義的な方法によって憎しみが憎しみを生む恐
怖政治となっていった。ヒトラー率いるナチス党の
政権掌握も総選挙という民主主義的な手続きによる
ものであった。第１次世界大戦に敗れて巨額の賠償
金を背負ったドイツはもともと国民の生活が不自由
なところに世界恐慌が重なり、いよいよ切羽詰った
国民が極端な国粋主義を唱えるナチス党にその将来
を託したのである。1989年11月にベルリンの壁が崩
壊して以来いわゆる共産陣営はほぼ瓦解し、ごく一
部を除いてほとんどの国が自由主義・資本主義を唱
える民主主義国家となった現在でも、総選挙を実施
すれば一党が圧倒的支持率を得てほぼ独裁体制にな
る国が結構あるのも不思議なことである。総選挙と
いう民主主義的形式を採用していても何か違った力
が働いているのではないかと勘繰りたくなる。我が
日本国も戦後は間違いなく民主主義国家として歩ん
ではいるが、ほんの一時期を除いて同じ党が半世紀
以上にもわたって政権を持ち続けているのはどのよ
うに理解してよいのであろうか。
　民主主義体制が投票行動による多数決原理によっ
て政治行動が決せられるという必然性を持っている
ゆえ、人気投票化してしまうポピュリズムや投票率
低下による無責任体質によって衆愚政治化する危険
性が常に内在していることを肝に銘じておかなけれ
ばならない。「個の確立」なくして真の民主主義は
ありえないのである。
３．「個の確立」への教育上の取り組み
　人類史上初めて個人の尊厳、人間の平等、人民主
権を謳いあげた「アメリカ独立宣言」を基に国家造
りをスタートさせた指導者たちは政治の権威を最終
的に一人ひとりの国民におく以上、国民に一定水準
以上の知識と教養とが必要であるという前提に立っ
て、公費によってまかなわれる初等教育を普及する
ことが大切であると考えていた。建国当初は様々な
優先的出来事を処理することに追われ、なかなか教
育的な分野にまで手が回らなかったが、民主主義の
指標の１つとしての選挙権が拡大するにつれて、特
に「ジャクソニアン・デモクラシー」を契機として
民主主義的考え方が広がっていくことによって、建
国当初の指導者たちが考えていた教育的課題が現実
の問題として浮上してきた。また、移民が増加して
いく中で国民統合やナショナリズムの問題が国家の
発展にとって重要な課題となってきたことも教育の
必要性を後押しする形となった。初等教育の普及に
伴い、能力ある者が中等教育を公費によって受けら
れ、さらに大学に入ることができるような制度、す
なわち中等教育民主化の要望が高まり、ここにアメ
リカ特有の中等教育機関であるハイスクールの発展
をみることになる。1821年ボストンに英語古典学校
が設置されたのがハイスクールのはじまりで、これ
が1824年英語ハイスクールと改められた（10）。アメ
リカの学校制度は、ヨーロッパのように長い歴史に
よって作られた階級的な観念がないところで、自由
と平等の原理を社会制度に反映せしめようと国民共
通のコモン・スクールとして発展し、世界ではじめ
ての単線型の学校制度をつくりあげることとなっ
た。ヘンリ ・ーバーナードによれば、コモン・スクー
ルとはすべての子どもに平等に解放される、無償（も
しくは貧民階層が負担しうる程度）の学校で、一般
の市民が毎日の仕事をやりとげるのに必要な知識、
市民としての普遍的義務およびそれぞれの市民に対
して知的・道徳的・身体的教育を授ける共通の教育
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機関として性格づけられた（11）。
　19世紀に欧米諸国で整備されてきた教育制度は理
念的には万人に対する普通教育の機会均等を標榜し
たが、現実的には各欧米諸国が強力な近代国民国家
となるために国民一体意識の形成を目指すナショナ
リズムを高揚する手段と化していった。教育方法と
しては固定化された学年制のもとでの一斉授業方式
がとられ、教科中心の知識詰め込みのいわゆる画一
主義であった。そこでは個性をはかる指導も自主独
立の気風に富む市民の育成も期待されなかった。こ
れらの反省点に立って、フランス市民革命に多大な
影響を与えたルソーの「エミール」に見る教育理論
を元祖とする「児童中心教育」が注目を浴びるよう
になった。いわゆる「新教育運動」である。新教育
運動の主な指導的理念は児童中心主義、全人主義、
活動主義、労作主義、生活中心主義などである。こ
の「新教育運動」はアメリカでは「進歩主義教育」
の名称で呼ばれ、その興隆が著しかった。その原因
として１つにはヨーロッパに比べて民主主義が進
み、国民一人ひとりの「個の確立」を願う気持ちが
強かったことと２つには移民の大量の流入があっ
て、多様な生徒の集合場所である学校での画一的な
授業がヨーロッパよりもはるかに非生産的であった
ことが挙げられる。
　アメリカの「進歩主義教育」は様々な試行錯誤を
経て、ジョン・デューイ（1859～1952）によって
確立されたと言っても過言ではあるまい。一般に
「デューイ・スクール」と呼ばれるシカゴ実験学
校が開校されたのは1896年のことであるが、「教育
は、①生活であり、②成長であり、③経験の不断の
再構成であり、④それ自体が社会過程である」とい
うコンテクストで成り立つ教育理論が、シカゴ実験
学校で試行されたのである。この実験学校での学習
は、伝統的学校にみられるような固定した小さな机
上で、あらかじめ教師の側で立案準備された、生活
準備としての教科中心主義教授の否定において成り
立った。児童の経験それ自体が教材であり、したがっ
て、学習は「為すことによって学ぶ」ことにおいて
成立したのであった（12）。その後もパーカーストに
よるドルトン・プラン（自らに課した学業を自由に
実験的に取り組んでいけるような学習形態）やキル
パトリックによるプロジェクト法（「生活即教育」
の原理に依拠し、①目的立て、②計画、③遂行、④
判断の４段階を経て完結する）などが1920年代のア
メリカの学校に広く適用されるようになった。1919
年にはアメリカにおける児童中心の教育のいっそう
の発展を期して、「進歩主義教育協会」が設立され
た。この協会は児童中心主義の立場を明確に打ち出
し、当時の進歩主義教育運動を組織的に支援し指導
した。協会創立10年余経た1930年代のはじめには会
員数1万名に達した（13）。
おわりに
　市民革命の歴史的成果はもともと歴史的遺産の何
もないアメリカ合衆国において確かな足跡を残して
いくこととなった。そのエネルギーは未知の世界で
ある新大陸へ無謀にも飛び出していった人々のフロ
ンティア精神と、禁欲と労働を重んじるピューリタ
リズムにあると考えられる。フロンティア精神は西
漸運動となり、ピューリタリズムは産業の発展を促
し、アメリカ合衆国は建国わずか100年で工業、農
業ともに世界一の生産国となり、その後の世界を
リードする国となる足がかりを掴むこととなる。そ
してこのフロンティア精神とピューリタリズムが
「個の確立」と大いに関係があることに改めて注目
したい。フロンティア精神はまず個を頼みにすると
ころから始まるチャレンジ精神であり、ピューリタ
リズムとは神との関係で個を厳しく見つめるところ
から始まる信仰の証しを導くものである。そもそも
市民革命の理念とも言える「アメリカ独立宣言」と
「フランス人権宣言」には個の平等と自由が高らか
に謳い上げられ、個の存在を価値あるものとして認
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めているが、特にアメリカ合衆国の発展はこの「個
の確立」抜きにしては考えられないことを歴史は
語ってくれている。また、私たちは個を尊重する市
民革命がその必然的な結果により民主主義という多
数決原理を国家運営の政治的手法として用いるよう
になったことを知っている。アメリカ合衆国が世界
のリーダーとなるにしたがってこの民主主義が世界
の共通の政治的手法となって現在に至っていること
は周知の事実である。
　ちょうど今2008年９月現在、アメリカ合衆国では
２大政党の大統領候補が決まり、11月の大統領選挙
に向けての最終コーナーに入っているが、アメリカ
国民の熱狂ぶりは大変なものである。一人ひとりの
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